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【手続補正書】
【提出日】平成26年3月3日(2014.3.3)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　下記の成分を含む潤滑油組成物：
　（ａ）主要量の潤滑粘度の油、および
　（ｂ）下記構造を有する油溶性エポキシド化合物：
【化１】
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　（ただし、Ｘは、水素または置換又は非置換Ｃ1－Ｃ20炭化水素基であって、置換炭化
水素基は、ヒドロキシル基、アルコキシ基、エステル基またはアミノ基から選ばれた一つ
以上の置換基で置換されていて、そしてＹは、－ＣＨ2ＯＲ、－Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ1または－
Ｃ（＝Ｏ）ＮＨＲ2であって、Ｒ、Ｒ1およびＲ2は独立に、水素またはＣ1－Ｃ20アルキル
基又はアルケニル基である）
　ただし、潤滑粘度の油はカルボン酸エステルを含まない。
【請求項２】
　ＹがＣＨ2ＯＲである請求項１に記載の潤滑油組成物。
【請求項３】
　Ｘが水素である請求項１に記載の潤滑油組成物。
【請求項４】
　ＹがＣ（＝Ｏ）ＯＲ1である請求項１に記載の潤滑油組成物。
【請求項５】
　潤滑油組成物がリンを０．０８質量％以下で含んでいる請求項１に記載の潤滑油組成物
。
【請求項６】
　下記の成分を含む潤滑油添加剤濃縮物：
　９０質量パーセント乃至１０質量パーセントの有機液体希釈剤、および
　１０質量パーセント乃至９０質量パーセントの下記構造を有する油溶性エポキシド化合
物：
【化２】

 
　（ただし、Ｘは、水素または置換又は非置換Ｃ1－Ｃ20炭化水素基であって、置換炭化
水素基は、ヒドロキシル基、アルコキシ基、エステル基またはアミノ基から選ばれた一つ
以上の置換基で置換されていて、そしてＹは、－ＣＨ2ＯＲ、－Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ1または－
Ｃ（＝Ｏ）ＮＨＲ2であって、Ｒ、Ｒ1およびＲ2は独立に、水素またはＣ1－Ｃ20アルキル
基又はアルケニル基である）
　ただし、有機液体希釈剤はカルボン酸エステルを含まない。
【請求項７】
　ＹがＣＨ2ＯＨである請求項６に記載の潤滑油添加剤濃縮物。
【請求項８】
　Ｘが水素である請求項６に記載の潤滑油添加剤濃縮物。
【請求項９】
　Ｘが水素である請求項７に記載の潤滑油添加剤濃縮物。
【請求項１０】
　ＹがＣ（＝Ｏ）ＯＲ1である請求項６に記載の潤滑油添加剤濃縮物。
【請求項１１】
　Ｒ1がブチルである請求項１０に記載の潤滑油添加剤濃縮物。
【請求項１２】
　Ｘが水素である請求項１１に記載の潤滑油組成物。
【請求項１３】
　内燃機関の摩耗を低減する方法であって、請求項１に記載の潤滑油組成物を用いて内燃
機関を作動させることを含む上記方法。
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